
感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための指針 

【本指針の適用事業】 

第1条 本指針は次に掲げる事業に適用（以下適用事業）します。 

 ・特別養護老人ホーム高槻荘 

 ・グループホーム高槻荘「ゆらら」 

 ・高槻荘居宅介護支援事業所 

 ・高槻荘ケアプランセンター桃園 

 ・郡家・高槻荘ホームヘルパーステーション 

 ・高槻荘ホームヘルパーステーション桃園 

 ・高槻荘訪問看護ステーション桃園 

 ・高槻荘郡家デイサービスセンター 

 ・高槻荘やすらぎデイサービスセンター 

 ・小規模多機能センター高槻荘ゆらら 

 ・郡家地域包括支援センター 

 ・高槻荘共用型デイサービスセンター「ゆらら」 

 

【感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に関する基本的な考え方】 

第２条 適用事業は、ご入居者やご利用者の使用する施設・事業所、食器その他の設備又は

飲用に供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講ずるとともに、

医薬品及び医療用具の管理を適正に行い、適用事業において感染症が発生し、又はまん延

しないように 必要な措置を講ずるための体制を整備することを目的に、感染症及び食中

毒の予防及びまん延の防止のための指針を定め、ご入居者及びご利用者の安全確保を図

ることとします。 

 

 【感染症委員会その他組織に関する事項について】 

第３条 適用事業では、感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に努める観点から、「感染

症委員会（以下委員会）を設置します。本委員会の運営責任者は荘長とし、適用事業にお

ける感染対策担当者（以下担当者）は以下の通りです。 

・特別養護老人ホーム高槻荘 

  ・介護科長、生活相談員、看護師、管理栄養士、機能訓練指導員、医師 

 ・グループホーム高槻荘「ゆらら」 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・高槻荘居宅介護支援事業所 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

・高槻荘ケアプランセンター桃園 



  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・郡家・高槻荘ホームヘルパーステーション 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・高槻荘ホームヘルパーステーション桃園 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・高槻荘訪問看護ステーション桃園 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・高槻荘郡家デイサービスセンター 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・高槻荘やすらぎデイサービスセンター 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・小規模多機能センター高槻荘ゆらら 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 ・郡家地域包括支援センター 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

・高槻荘共用型デイサービスセンター「ゆらら」 

  ・管理者もしくは管理者が選出する代表者 

 

２ 委員会の開催は、適用事業で一体的に運営します。 

３ 委員会の実施にあたっては、Web システムを用いる場合があります。 

４ 委員会は毎月開催し、臨時・緊急的に開催する必要がある場合は、虐待防止責任者が必

要な都度招集します。 

５ 委員会では次のような内容について協議するものとします。 

① 適用事業の感染対策の立案 

② 指針・マニュアル、BCP 等の作成 

③ 適用事業の感染対策に関する職員への研修の企画及び実施 

④ ご入居者及びご利用者の感染症の既往の把握 

⑤ ご入居者及びご利用者・職員の健康状態の把握  

⑥ 感染症発生時の対応と報告 

⑦ 適用事業での感染対策実施状況の把握と評価 

 

【感染症及び食中毒の予防及びまん延防止のための職員研修に関する基本方針】 

第４条 適用事業の職員に対し、感染対策の基礎的内容等の適切な知識を普及・啓発すると

ともに、衛生管理の徹底や衛生的なケアの励行を目的とした「感染症及び食中毒の予防及

びまん延の防止のための研修」を感染対策委員会の企画により実施します。  

２ 実施は年 2 回以上行います。また、新規採用時には必ず感染症及び食中毒の予防及び 



まん延の防止のための研修を実施します。 

3 研修の実施内容については、研修資料、実施概要、出席者等を記録し、電磁的記録等に 

より保存します。 

 

【具体的な各種衛生管理及び感染対策】 

第 5 条 具体的な各種衛生管理及び感染対策は、社会福祉法人大阪府社会福祉事業団「感

染対策マニュアル」に準じます。 

 

【感染症発生時及の対応及び感染拡大の防止】 

第 6 条 職員は、平素より、ご入居者及びご利用者の健康状態に注意し、感染症の早期発見

に努めます。また感染症や食中毒が発生した場合や、それが疑われる状況が生じた場合に

は、速やかに感染症委員会を招集し、発生状況の確認を行います。 

２ 荘長は、速やかに臨時の感染症対策委員会を招集し、状況の把握、拡大防止策の決定、

職員への周知、法人本部への連絡を行うとともに、診断に必要な検査や治療を実施します。 

３ 感染症の特徴に応じて、協力病院や保健所に相談し、対応等について助言等を受けます。 

４ 各流行性感染症は社会福祉法人大阪府社会福祉事業団「感染対策マニュアル」に準じま

す。 

【関係機関との連携】 

第７条 感染症若しくは食中毒が発生した場合は、ご入居者及びご利用者の主治医、協力病

院、保健所に報告して対応を相談し、指示を仰ぐなど緊密に連携をとります。また必要に

応じて職員への周知、ご入居者やご利用者のご家族への情報提供と状況の説明を行いま

す。 

 

【関係機関への報告】 

第 8 条 感染症若しくは食中毒が発生した場合は、高槻市健康福祉部福祉指導課及び他市

担当部局、保健所に報告します。報告が必要な場合は以下の通りです。 

① 同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると疑われる死亡者又は重篤患者 

が１週間以内に２名以上発生した場合  

② 同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われる者が 10 名以上又は全ご入

居者の半数以上発生した場合  

③ ①及び②に該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感染症等の発生が疑 

われ、特に荘長が報告を必要と認めた場合  

２ 報告する内容は以下の通りです。 

① 感染症又は食中毒が疑われる入所者の人数  

② 感染症又は食中毒が疑われる症状  

③ 上記のご入居者やご利用者への対応や施設における対応状況等 



 

【サービス提供の原則】 

第９条 入居予定者及び利用予定者の感染症について、適用事業の施設及び各事業所は、一

定の場合を除き、感染症や既往があっても、原則としてそれを理由にサービス提供を拒否し

ないこととします。 

 

【その他感染症及び食中毒の予防及びまん延防止のために必要な事項】 

第１０条 第４条に定める研修会の他、関係機関・団体より提供される感染症及び食中毒の

予防及びまん延防止に関する研修には積極的に参画し、感染予防及び拡大防止のために

常に研鑽を図ります。 

２ 本指針及び感染症対策に関するマニュアル等は感染対策委員会において定期的に見直

し、必要に応じて改正するものとします。 

３ 感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に関する各種取り組みは、法人本部の感染症

対策室と連携し、社会福祉法人大阪府社会福祉事業団「感染対策マニュアル」に準じます。 

 

附則 

この指針は、令和３年４月１日より施行する。 

この指針は、令和 5 年 11 月１日より施行する。 

 


